
「文化科学研究科・文化科学専攻」
修　士　課　程

学生募集要項
2026 年度 第 2 学期

［ 修士選科生 ］
［ 修士科目生 ］

2026年6月10日（水）9時〜 2026年 8月31日（月）24時
2026年9月  1日（火）0時〜 2026年 9月 9日（水）1 7時

第1回

第2回

［ 出願期間 ］

2026年6月10日（水）〜 2026年 8月31日（月）私書箱必着

2026年9月   1日（火）〜 2026年 9月 9日（水）私書箱必着

第1回

第2回

インターネット

郵送受付



●出願準備から学習開始までの流れ●
学生種を1つ選択し、下図の流れに沿って手続きを進めてください。

学生種を決める 修士選科生、修士科目生のうち１つを選
択する。

所属する学習センターを決める
学生証の受け取りや、単位認定試験の会
場（Web受験できない場合）となるため、
通学しやすい場所を選択してください。

履修科目を決める

別冊「授業科目案内2026年度第2学期」
等を参照してください。

出願時に入学学期に履修する授業科目の
登録が必要です。

出願後に決めることや修正・追加はでき
ません。

出願する 「インターネット」または「郵送」で出願
してください（重複出願はできません）。

学費の納入

２週間～1カ月程度で選考結果通知が届
きます。

同封されている払込用紙で学費を納入し
てください。

入学許可書・印刷教材等の到着

学費の入金確認後20日程度で、入学許
可書、印刷教材がそれぞれ届きます。
印刷教材の発送は８月下旬以降になりま
す。

学習開始 第2学期のスタートは10月1日です（オ
ンライン授業の配信は10月5日です）。

［文字の取り扱いについて］
●�本学におけるWeb画面上の表示や各種証明書（学生証・学位記含む）の氏名等の文字は、コンピューターで処理を行
う関係上、JIS水準（JIS2004）1～2までの取り扱いとなりますので、あらかじめご了承ください。
※�特殊な文字については、JIS水準（JIS2004）1～2程度の文字に置き換えられるか、カタカナ等で表記されます。

海外在住の方は「海外在住学生募集要項」をご覧ください。

［個人情報の取り扱いについて］
●�本学に出願される方の氏名、住所、および履修に関する内容等の情報は、印刷教材等の送付、本学からのお知らせやア
ンケート調査、学生が在籍している単位互換校や連携協力校への情報提供等、本学の業務活動に限って使用します。

　なお、上記については在学中に見直すことがあります。
●�性別、職業、最終出身校等の情報は、統計資料として分析のうえ、パンフレット等への掲載に使用しますが、氏名、
住所等の個人情報は掲載しません。

［例示］
𠩤 ➡ 原　  ➡ 恵  惠　　     ➡ 真  眞
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修学上の合理的配慮を希望する⽅は本様式に必要事項を記⼊し、所属希望学習センターに簡易書留等
追跡可能な⽅法で送付ください。郵送以外での提出を希望される⽅は、所属希望学習センターへ
ご連絡ください。（８⽉２２⽇（⾦）までに提出してください。【必着】）

新規・継続・変更 （記⼊者        ）
フリガナ

申請者氏名

過去に放送大学の
在籍の有無 □ 有 □ 無

住所

連絡先
（電話又はFAX）

メールアドレス

希望連絡方法 □ 電話 □ FAX □ E-mail □

⽒名 （本⼈との関係：       ）

電話番号

出願希望 年度 学期

所属希望
学習センター

学習センター サテライトスペース

相談希望日   ⽉  ⽇   ⽉  ⽇   ⽉  ⽇

□ 視覚障がい □ □ □ 病弱・虚弱
□ 発達障がい □ 精神障がい □ 知的障がい □

□ ⾝体障害者⼿帳 □ 精神障害者保健福祉⼿帳 □ 療育⼿帳
□ 診断書 □ その他（            ） □ なし

 （提出⽅法：  □ この届に同封して提出 □ 相談時に提出 ）

   学生の種類

【個⼈情報等の取り扱いについて】
（１）放送⼤学は、合理的配慮の事前相談及び実施等に当たって知り得た個⼈情報（⽒名、
   住所、障がいの内容、現在受けている介助・⽀援・受診状況等）の保護に⼗分留意
   し、⽀援業務に必要な範囲に限って使⽤します。
（２）放送⼤学は、合理的配慮において連携する学外の第三者等と上記個⼈情報を共有する
   ことが適当であると判断した場合は、法令に基づく場合を除き、あらかじめ本⼈の同
   意を得ることとします。
【修学上の合理的配慮について】
 合理的配慮の内容等の詳細は以下のページをご参照ください。
 「障がいのある⽅への修学⽀援」
 https://www.ouj.ac.jp/reasons-to-choose-us/accessibility/support/

添付書類
（障害者手帳（写）や医

師の診断書等）

障がいの種類

第1希望 第2希望 第3希望

障がい名・病名
（差⽀えない範囲でご記⼊ください）

聴覚・⾔語障がい 肢体不⾃由等

その他（      ）

その他（      ）

修⼠選科・修⼠科⽬

年  ⽉  ⽇
修学上の合理的配慮申込届（⼤学院⽤）

緊急連絡先

過去に在学があった⽅のみ
学⽣番号記⼊ （   −     − ）

生年月日    年  ⽉  ⽇

修学上の合理的配慮を希望する⽅は本様式に必要事項を記⼊し、所属希望学習センターに追跡可能な
方法（簡易書留、レターパック等）でご送付ください。郵送以外での提出を希望される方は、所属
希望学習センターへご連絡ください。（８⽉２４⽇（月）までに提出してください。【必着】）

き

り
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り
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□ あり
□ なし
□ 未定

③その他

□ できる □ できない
（2）上記で「できる」とした⽅は以下の質問にお答えください

□ できる □ できない □ 試していない

□ できる □ できない □ 試していない

 Webカメラの使⽤が困難な場合は、理由をご記⼊ください。

これらの情報は、どのような⽀援が必要か、本学と申請者との相談・協議のためにお聞きするものです。
お答えいただいた内容が、合否に影響するものではありませんのでご安⼼ください。

②オンライン授業
インターネット上でオンデマン
ド形式により⾃宅等で講義視
聴、課題提出

（⽀援内容）

（必要な理由）

②オンライン授業体験版
 （https://online-open.ouj.ac.jp)は利⽤できましたか。

IT機器、インター
ネット利用状況

について

（当てはまるところ
にチェックを入れて

ください）

（1）ご⾃宅で、パソコン、タブレット、スマートフォン等による
インターネットの閲覧、操作やメールの送受信はできますか。

①Web通信指導お試し版・Web単位認定試験体験版
 （https://shiken-open.ouj.ac.jp)は利⽤できましたか。

（⽀援内容）

（必要な理由）

※未定の項⽬や不明な項⽬は空欄のままでかまいません。

受講予定

①放送授業

⾃宅等でテレビ・ラジオ・
インターネット配信により
授業番組を視聴、印刷教材
あり

希望する⽀援内容と支援が必要な理由

（必要な理由）

（⽀援内容）

（必要な理由）

　単位認定試験

学期末に原則Web
受験、試験、レポー
ト提出等

　通信指導

学期途中に原則Web提
出

（⽀援内容）

（⽀援内容）

（必要な理由）

（理由）

※Webカメラを導⼊しております。

□ あり
□ なし
□ 未定

③その他

□ できる □ できない
（2）上記で「できる」とした⽅は以下の質問にお答えください

□ できる □ できない □ 試していない

□ できる □ できない □ 試していない

 Webカメラの使⽤が困難な場合は、理由をご記⼊ください。

これらの情報は、どのような⽀援が必要か、本学と申請者との相談・協議のためにお聞きするものです。
お答えいただいた内容が、合否に影響するものではありませんのでご安⼼ください。

②オンライン授業
インターネット上でオンデマン
ド形式により⾃宅等で講義視
聴、課題提出

（⽀援内容）

（必要な理由）

②オンライン授業体験版
 （https://online-open.ouj.ac.jp)は利⽤できましたか。

IT機器、インター
ネット利用状況

について

（当てはまるところ
にチェックを入れて

ください）

（1）ご⾃宅で、パソコン、タブレット、スマートフォン等による
インターネットの閲覧、操作やメールの送受信はできますか。

①Web通信指導お試し版・Web単位認定試験体験版
 （https://shiken-open.ouj.ac.jp)は利⽤できましたか。

（⽀援内容）

（必要な理由）

※未定の項⽬や不明な項⽬は空欄のままでかまいません。

受講予定

①放送授業

⾃宅等でテレビ・ラジオ・
インターネット配信により
授業番組を視聴、印刷教材
あり

希望する⽀援内容と支援が必要な理由

（必要な理由）

（⽀援内容）

（必要な理由）

　単位認定試験

学期末に原則Web
受験、試験、レポー
ト提出等

　通信指導

学期途中に原則Web提
出

（⽀援内容）

（⽀援内容）

（必要な理由）

（理由）

※Webカメラを導⼊しております。
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■■放放送送大大学学大大学学院院学学則則（（抜抜粋粋））
第第１１章章  総総則則  
（目的） 
第２条 大学院は、生涯にわたって学ぶ意欲を有する学習者に対し、学術の理論及び応用を教授し、その深奥を極め、又は高度の専門性が求められる社会的役割を担
うための深い学識及び卓越した能力を培うことによって、文化の進展並びに社会と地域の発展に寄与することを目的とする。 
（研究科） 
第３条 大学院に文化科学研究科（以下「研究科」という。）を置く。 
（課程） 
第４条 研究科に博士課程を置く。 
２ 博士課程はこれを前期２年及び後期３年の課程に区分し、前期２年の課程はこれを修士課程として取り扱うものとする。 
３ この学則において前項の前期２年の課程は「修士課程」といい、後期３年の課程は「博士後期課程」という。 
（課程の目的） 
第５条 修士課程は、生涯学習の実践を通して、高度な総合的教養に裏付けられた専門的学識及び知的技能を修得し、文化の進展並びに地域社会に貢献できる人材の
養成を目的とする。 
（専攻、課程及びプログラム） 
第６条 研究科に文化科学専攻（以下「専攻」という。）を置く。 
第第２２章章  学学生生のの種種類類及及びび定定員員等等  
（修士選科生） 
第８条 １年間にわたり修士課程の一又は複数の授業科目を履修する者を修士選科生という。 
（修士科目生） 
第８条の２ 学期を単位に修士課程の一又は複数の授業科目を履修する者を修士科目生という。 
（学習センターへの所属） 
第１１条 学生は、いずれか一の学習センターに所属するものとする。 
第第３３章章  学学年年、、学学期期及及びび修修業業年年限限等等  
（学年及び学期） 
第１２条 学年及び学期については、本学学則第１２条及び第１３条の規定を準用する。この場合において、本学学則第１３条中「第３４条」とあるのは「本学大学
院学則第２８条、第２９条」と読み替えるものとする。 
（修士選科生及び修士科目生の修業期間） 
第１４条 修士選科生の修学期間は１年間とし、修士科目生の修業期間は１学期間とする。 
第第４４章章  入入学学  
（入学の時期） 
第１６条 修士全科生及び博士全科生の入学の時期は、学年の初めとし、修士選科生及び修士科目生の入学の時期は、学期の初めとする。 
第第５５章章  教教育育課課程程  
（修士課程の教育方法等） 
第２６条 修士課程の教育は、放送授業、印刷教材による授業及びメディアを利用して行う授業その他の方法により行う。 
２ 放送授業及び印刷教材による授業の併用による授業（以下「通信授業」という。）は、所定の放送その他これに準ずるものを視聴しての学修及び所定の印刷教材に
よる学修を行い、所定の通信指導（設題解答の方法による指導をいう。以下同じ。）を受けるものとする。 
３ 前条第４号に定めるメディアを利用して行う授業のみで教授するものを「オンライン授業」と称する。また、オンライン授業は、インターネット上で提供される
諸情報による学修をし、双方向性を生かした設問解答、課題解答及び討論への参加等により履修するものとする。 
（修士課程の単位の授与） 
第２８条 通信授業による授業科目を履修し、単位認定試験に合格した者には所定の単位を与える。 
４ オンライン授業の場合は、単位認定試験に合格した者又は学習状況が良好で、かつ、課題等に解答し、学習成果が認められた者には所定の単位を与える。 
（修士課程の成績評価） 
第３０条 単位認定試験、修士論文、特定課題研究及びオンライン授業（単位認定試験を実施する科目を除く。）の成績は、Ⓐ（１００点～９０点）、Ａ（８９点～８
０点）、Ｂ（７９点～７０点）、Ｃ（６９点～６０点）、Ｄ（５９点～５０点）及びＥ（４９点～０点）の６種の評語をもって表わし、Ⓐ、Ａ、Ｂ及びＣを合格とする。 
第第６６章章  休休学学、、留留学学及及びび退退学学  
（休学） 
第３４条 修士全科生、修士選科生及び博士全科生は、願出により、学長の許可を得て休学することができる。 
２ 休学期間は、１学期間を単位とする。 
３ 休学期間は、修士全科生の場合通算して４学期間、修士選科生の場合通算して２学期間、博士全科生の場合通算して６学期間を超えることができない。 
４ 休学期間は、修士全科生の修業年限及び在学年限、博士全科生の修業年限及び在学年限並びに修士選科生の修業期間に算入しない。 
（除籍） 
第３６条 次の各号の一に該当する者は、学長がこれを除籍する。 
一 授業料、研究指導料又は臨床心理実習費の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 
三 第３４条第３項に定める休学期間を超えて、なお修学できない者 
四 履修申込みを怠り、督促してもなお行わない者 
（復学及び退学） 
第３７条 復学及び退学については、本学学則第３９条及び第４１条の規定を準用する。                       (裏面に続きます) 
 

放送大学 大学院学則及び関係諸規程（抜粋） ※2023年10月現在 放送大学 大学院学則及び関係諸規程（抜粋） ※2025 年10月現在  

第３０条 単位認定試験、研究演習、修士論文、特定課題研究及びオンライン授業（単位認定試験を実施する科目を除く。）の成績は、Ⓐ（１００点～９０点）、Ａ（８９点～
８０点）、Ｂ（７９点～７０点）、Ｃ（６９点～６０点）、Ｄ（５９点～５０点）及びＥ（４９点～０点）の６種の評語をもって表わし、Ⓐ、Ａ、Ｂ及びＣを合格とする。

第３４条 修士全科生、 修士選科生及び博士全科生は、 願出により、 学長の許可を得て休学することができる。
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放送大学 大学院学則及び関係諸規程（抜粋） ※2025 年10月現在  
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写真票提出用封筒貼付けラベルのご利用について p.10

詳細はp.10を確認してください。

記入漏れがないか、しっかりとのり付けがされているかを確認してから郵送をお願いします。

〒２６１－８６８６
千葉市美浜郵便局
私書箱5号
　 放送大学　　行

提出書類（〇をつけてください）

　　　　　　　　写真票

学生種（〇をつけてください）

　　　　 修士選科生　修士科目生

又は学生番号

〒　　　-

フリガナ

  氏 名 お手持ちの封筒に、ラベルの全面を

しっかりとのり付けをしてください。

ラベルのめくれ・はがれがないように

してください。

　一般書留、簡易書留の引受番号貼付欄

̶ ̶ 切り取り

書　留　引　受　番　号

　整理番号
※インターネット出願者のみ

切 手 貼 付 欄

　出願受付期間

　　【第1回】2023年11月26日(日)から2024年2月29日(木)まで〔必着〕

　　【第2回】2024年３月１日(金)から2024年3月12日(火)まで〔必着〕

住　所

差

　

出

　

人

241A□□□□□□
□□□-□□□□□□-□
　□□□

 
□□□□

□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□

□□ □□□
□□  □□

出願受付期間 
　【第1回】2026年6月10日（水）～2026年8月31日（月）まで〔必着〕
　【第2回】2026年9月 1日（火）～2026年9月 9日（水）まで〔必着〕

出願受付期間 
　【第1回】2026年6月10日（水）～2026年8月31日（月）まで〔必着〕
　【第2回】2026年9月 1日（火）～2026年9月 9日（水）まで〔必着〕

□□□□□□□□□

　　　　　　　※ラベルがはがれてしま
うと本学に届かないため、ご注意ください。

11
p.11
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MEMO

インターネット出願は本学ウェブサイトから
放送大学インターネット出願 検索

推奨OS：
Windows 11／macOS／ iOS／Android

推奨ブラウザ：
Microsoft Edge ／ Google Chrome ／ 
Firefox ／ Safari
（本学ウェブサイト  www.ouj.ac.jp）

インターネット出願がおすすめです!

ここが便利です！
●�出願期間中であれば、時間や場
所にかかわらず出願できます。も
ちろん、夜間の出願も可能です。

●�画面の指示通りに進むだけで、
簡単に登録できます。

●�インターネット出願は、ステータスが
「選考中」の場合に限り科目登録の
変更も可能です。選考は６月下旬か
ら数日〜十数日ごとに実施します。

修士選科生・科目生への出願は、証明書の提出が不要のため、インターネット出願の
みで申請を完了できます。
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1．放送授業の視聴方法� 　

BSテレビ放送 BS231ch（BS232ch）　 テレビ科目 

リモコンで「BS」を押し、BS放送に切り替えてください。
a、b、c、dいずれかの方法により、視聴できます。
aリモコンの３を押す。
　�（この方法により、2025年以降に発売されたほとんどの新モデル/新機種のテレビでBS231ch
を選局できます。その他の受信機でも、プリセット登録すると簡単に選局できるようになります。
登録方法については、受信機の説明書をご確認ください。）
bリモコンのチャンネルボタンで選局
�　�リモコンの∧∨＋－のついたチャンネル（選局）ボタンを順送りして、放送大学のチャンネルを選局してくだ
さい。
c電子番組表（EPG）から選択
�　�リモコンの「番組表」ボタンを押して電子番組表を表示し、上下左右▲▼◀▶ボタン等で放送大学の番組を選
択してください。
d3桁のチャンネル番号を入力
　�リモコンの「チャンネル番号入力」「10キー入力」「3桁入力」等と表示されたボタンを押し、数字ボタンで	
「231（232）」を入力してください。

BSラジオ放送（BS531ch）　 ラジオ科目 

テレビで聴く音声放送です。画面には番組名が静止画で表示されます。 
リモコンで「BS」を押し、BS放送に切り替えてください。e、fいずれかの方法により、聴取できます。
eBSテレビの放送大学のデータ放送から切り替える
��　�上記テレビ放送のa、b、c、dいずれかの方法でテレビ放送大学を選局し、直後に数秒間表示される画面左
下の「BSラジオ」の案内のとおり、「青」ボタンを押してください。
　表示されない、または、表示が消えた場合は「d（データ）」ボタン→「青」ボタンの順に押してください。
f3桁のチャンネル番号を入力
�　�リモコンの「チャンネル番号入力」「10キー入力」「3桁入力」等と表示されたボタンを押し、数字ボタンで
「531」を入力してください。

ケーブルテレビ　 テレビ科目   ラジオ科目 

放送大学の番組を放送しているケーブルテレビで視聴することができます。配信状況、視聴方法については、
お住まいの地域のケーブルテレビ事業者に確認してください。

光回線　 テレビ科目 

光回線サービスを契約している方は「ひかりTV」や「テレビ視聴サービス（オプション）」で視聴できる場合が
あります。追加料金が必要ですが、BSアンテナがなくてもテレビ番組を楽しめます。詳細は、契約中の光回線サー
ビス事業者にご確認ください。
〈ひかりTVの詳細〉https://www.hikaritv.net/entry/lineup/tv/digital/#tab2
 
インターネット配信　　 テレビ科目   ラジオ科目 

開講期間中、原則全ての放送授業の番組をインターネット配信しますので、パソコンやスマートフォン等で視聴
できます。科目名や視聴に必要な環境については放送大学ウェブサイトhttps://www.ouj.ac.jp/reasons-to-
choose-us/accessibility/internet-tv/を参照してください。
※映像・音声をパソコン等に保存することはできません。
※�接続の際の通信費やプロバイダ料金等は利用者ご負担となりますので、ご注意ください。

放送教材（DVD・CD）の郵送貸出
放送教材（DVD・CD）を郵送にて大学本部からご自宅に取り寄せることができます（一部インター
ネット配信限定で視聴する科目を除く）。送料は往復分とも原則貸出申込者（学生）負担となります。
貸出方法の詳細は『学生生活の栞』または放送大学ウェブサイトhttps://www.ouj.ac.jp/for-
students/borrow-dvd/を参照してください。

2．オンライン授業の受講方法（放送授業のインターネット配信とは異なります）
　受講にはインターネット接続されたパソコンとブラウザ、PDFファイルが閲覧できるソフトウエアが必要で
す。科目登録前に、必ずオンライン授業体験版（https://online-open.ouj.ac.jp/）で、ご自分のパソコンスキル、
パソコン環境、オンライン授業システムの操作方法を確認してください。学習できる環境をご自身で整えたう
え、科目登録をお願いします。学習センター等のパソコンは、原則利用できません。
　モバイル端末では、レポート提出等、一部機能の操作がパソコンと比べ煩雑であるため、モバイル端末だけで
の受講は困難です。パソコンと併用することを推奨します。

放送授業の
インターネット
配信について

放送授業の視聴方法
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4 連絡先
出願書類に不備等がある場合、メールおよび電
話連絡することがありますので、必ず連絡の取
れる連絡先を記入してください。

2 氏名・性別・生年月日
戸籍上の氏名、性別、生年月日を記入してくだ
さい。
氏名の文字は、コンピューターで処理を行う関
係上、JIS水準（JIS2004）1～2程度の文字ま
での取扱いとなります。
特殊な文字は、置き換えるかカタカナ等で記入
してください。
※外国籍を有する方は在留カード等に記載されている氏名を
カタカナで記入してください。

※ファーストネーム、ラストネームの順にカタカナで記入し
てください（ミドルネームは登録不可）。

※旧姓・通称氏名等での送付を希望する場合は郵便物宛名に
記入してください。

3 住所
郵便により連絡のとれる現住所を記入してくだ
さい。
住所変更手続きは、学期開始以降かつ入学許可
書がお手元に届いてからでないと行えません。
転居予定の方は事前に必ず郵便局に「転居届」
を提出し、転送の手続きを行ってください。
※町、丁目、番地等をハイフン（－）でつなげてください。
※建物名（マンション名・アパート名）を記入してください。

1 顔写真
学生証の写真等に使用する写真を貼付してくだ
さい（過去に在籍されていた場合も改めて新し
い写真を登録してください）。
□正面向き、上半身、無帽
□大きさ：縦30ｍｍ×横24ｍｍ
□6カ月以内に撮影し、出願者本人を判別でき
るもの（前髪で目が隠れている等は不可）

希望所属学習センター5
巻末のコード表を参照し、記入してください。
学生証の交付や単位認定試験の会場（Web受
験できない場合）となるため、通学しやすい場
所を選択してください。
※入学後に次学期からの所属の変更も申請できます。
※未記入の場合、住所欄に記載された都道府県内の学習セン
ターの所属となります。

単位認定試験受験場所6
単位認定試験を受験する場所を選択してくだ
さい。

※学習センター等で受験する場合、原則として「授業科目案
内」に記載の試験日・時限に受験する必要があります。

※所属以外の学習センター等で受験を希望する場合、入学後
に「単位認定試験受験場所変更願」を提出してください。

※未記入の場合、「１．全て自宅受験」となります。
※ブランチ試験場での受験を希望される場合は「２．全て学
習センター受験」または「３．記述・併用のみ学習センター
受験」を選択し、入学後に「単位認定試験受験場所変更願」
を提出し、受験場所をブランチ試験場へ変更してください。

※黒または青のボールペン、万年筆を使用し、楷書で丁寧に記入してください。（表）

2026年度第2学期入学者用

第１回募集【２０26年8月31日必着】　第２回募集【２０26年9月9日必着】
修士選科生・修士科目生用出願票（様式2）

◇本出願票をご提出の方は、本学への入学に際し、学生募集要項p.29の本学大学院学則及び関係諸規程を確認し、同意していただいたものとします。
◇インターネット出願を行った方が顔写真を郵送する場合は、『学生募集要項』p.11「写真票」を使用してください。
◇次学期に学籍のある方は、この用紙を使用できません。
※項目名背景色が黄色の項目は必須項目です。　※文字は楷書で丁寧に記入してください。

※大学事務局記入欄

裏面の「科目登録欄」を必ず記入してください。

顔写真
30×24mm

学生番号
※放送大学大学院に在籍したことがある方は必須。

学生番号を忘れた方は、在籍当時の住所・氏名を記入してください。

- -

学生の種類 希望所属学習センター 単位認定試験受験場所

2 修士選科生
（1年間）

3 修士科目生
（6ヵ月間）

一つだけ選択してください。

巻末の「学習センターコード表」
を確認のうえ、コードを正しく
記入してください。

１． 全て自宅受験
※２および３は「自宅でのWeb受験が困難な方」または「合理的配慮
等の事情により学習センターへ相談済の方」のみ選択してください。
２． 全て学習センター受験　３． 記述・併用のみ学習センター受験

◆最終出身学校コード一覧
コード
1
2
3
4
5

最終出身校 コード 最終出身校
新制の中学校等
旧制青年学校等
旧制の中学校等
専修学校高等課程等
高等学校等

6
7
8
9
A

短期大学等
専修学校専門課程等
大学等
大学校
大学院

◆職業コード一覧
コード
A
B
C
D
E
F
G

H
I
J
K
L
M

職業 コード 職業
教　員
公務員・団体職員等
会社員等
自営業・自由業
農林水産業等従事者
看護師等
専業主婦（夫）

パートタイマー
アルバイト等
他大学・専門学校等に在籍する学生
定年等退職者
無職（G・K以外の方）
その他

最終出身学校

右記の一覧を参照
のうえ、該当する
ものを記入。

主な視聴方法

右記の一覧を参照
のうえ、該当する
ものを記入。

※アンケート項目のため、選考や
　入学後の学修には影響しません。

職業

右記の一覧を参照
のうえ、該当する
ものを記入。

1
2
3
4

◆視聴方法コード一覧
コード 視聴方法

衛星放送（BS放送）
ケーブルテレビ
学習センター等の施設を利用
その他（インターネット等）

合理的配慮希望欄

障がいのある方で、合理的配慮を希望
する方のみ「1」を記入してください。
合理的配慮を希望する方は、必ず募集
要項ｐ.5を確認のうえ、出願前に所属を
希望する学習センターで面談を受けて
ください。

勤め先・職種記入欄（記入任意）

写真の裏に氏名・電話番
号を記入してください（ ）

氏
名
漢字

電話
番号

電話
番号

続柄
コード

氏名①（　　　）－（　　　　　）－（　　　　　）

②（　　　）－（　　　　　）－（　　　　　）
（　 ）－（ 　   ）－（　 　）

〒住
所

連
絡
先

フリガナ

E-mail ＠

（姓） （名）

緊　急
連絡先

　　　（本人以外）

1. 男
2. 女

（西暦）

年 月 日

性別 生年月日

氏
名

教育訓練給付制度
右記の一覧を参照のうえ、
該当するものを記入。
未記入の場合は「希望しな
い」として取り扱います。
受給資格を確認のうえ申し
込んでください。

1
2
3
4
5

◆教育訓練給付制度厚生労働大臣指定講座
修士選科生 社会経営
修士選科生 臨床心理
修士科目生 社会経営（短期養成）
修士科目生 臨床心理（短期）

希望しない

旧姓・通称氏名等での送付を希望する方のみ記入
郵便物宛名

外国籍の方のみ記入
国　籍

漢字
（姓） （名）

フリガナ （国名） ◆続柄コード一覧
コード 続柄 続柄
1
2
3

4
5
6

親
兄弟姉妹
配偶者

コード
子
その他親族
親族以外

（募集要項p.5参照）

（募集要項p.12、13参照）

※

※

※

書き方見本

放送 若葉 3 4

放送 青葉

神奈川県 横浜市南区大岡2-31-1
放大マンション303

ホウソウ ワカバ

※書き損じの訂正方法について
誤って記入した部分を二重線で消し、
余白に正しい内容を記入してください。

例) ○希望所属学習センター

１ ２ Ａ

3 B

選科・科目 （表面）

出願票の記入方法

※「２．全て学習センター受験」および「３．
記述・併用のみ学習センター受験」は「自
宅でのWeb受験が困難な方」または「合
理的配慮等の事情により学習センターへ
相談済の方」のみ選択してください。

2

3

4

5 6

7 8

9

11

10

12

1
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学生番号
本学の修士課程に在籍したことがある方は、在
籍時の学生番号を記入してください（必須）。
過去に履修した単位の通算や在学した期間の認
定等は、学生番号をもとに行われます。
※学生番号を忘れた方は在学当時の住所を記入してくださ
い。学生番号を忘れた方で、在籍当時から氏名を変更され
た方は旧氏名を記入してください。

※�上記のいずれも未記入の場合で、かつ過去の在籍情報が確
認できない場合、単位等の通算や入学料の割引（該当者の
み）は行われない場合があります。

7

合理的配慮希望欄8
障がいのある方で、合理的配慮を希望される方
のみ「１」を記入してください。詳細は、p.5を
確認してください。
※合理的配慮を希望されない方は、何も記入しないでくださ
い。

※「１」の記入がない場合または学習センター等で面談がお
済みでない場合は、入学後に希望される合理的配慮の対応
ができない場合があります。

※各学習センターで対応できる合理的配慮が異なる場合があ
ります。
※集団入学される方で、合理的配慮を希望される場合は、出
願前に所属機関の事務局担当者にお問い合わせください。
所属機関を通じて、所属を希望する学習センターまたはサ
テライトスペースに必要書類の提出等をお願いすること
になります。

最終出身学校10
巻末のコード表を参照し、記入してください。
※卒業・修了となった／なる見込みの最終的な学歴を選択して
ください(中退を除く)。
※本項目はアンケート項目であり、合否や入学後の学修には
一切影響いたしません。また、誤記入や入学後の変更等が
あったとしても、原則変更希望は受け付けておりません。

主な視聴方法11
学習の際に使用する視聴方法を、出願票に記載
されている「◆視聴方法コード一覧」のなかか
ら選択し、記入してください。
※選択した視聴方法以外の方法も利用できます。
※地上放送（関東エリア）は、2018年9月末で終了しました。

こ
の
項
目
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
た
め
、
選
考
や
入
学
後
の
学
修
に
は
影
響
し
ま
せ
ん
。

職業
巻末のコード表を参照し、差し支えなければ勤
め先や職種も記入してください。

12

9 教育訓練給付制度

※未記入の場合は「希望しない」として取り扱います。

利用希望者は、受給資格があることを確認のう
え、受講希望コースの番号を記入してください。
詳細はp.12〜13を確認してください。

!   裏面（科目登録欄）も必ず記入してください 。          

!   裏面の科目登録欄も必ず記入が必要な項目です。
▶�提出後に科目を決めること、および記入した科目の修正・追加は一切できません。 
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「必要」、「不要」のいず
れかに〇をしてください

1 必要1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

16 1 必要 0 不要

17 1 必要 0 不要

18 1 必要 0 不要

19 1 必要 0 不要

20 1 必要 0 不要

※大学事務局記入欄科 目 登 録 欄 氏　名

科目コード
単
位
数

科　目　名（修士課程放送授業・オンライン授業）
※科目名欄は記入時参照用です。登録は科目コードのみで行われます。

印刷教材

注1）学籍が継続する方はこの用紙で申請できません。
注2）2026年度第2学期に履修する科目のみ記入します。記載がない場合、出願が無効となります。
注3）出願票提出後の科目の変更はできません。科目コードを誤ると、正しく登録できない可能性があります。
注4）希望科目が登録可能か確認してください（『2026年度第2学期授業科目案内』参照）。
注5）学習センターで受験する場合は、試験日・時限の重複に注意してください。
注6）印刷教材欄も忘れずに記入してください（オンライン授業は除く）。

「必要」、「不要」のいずれかを選択してください。未記入の場合は、「必要」として取り扱います。

 記入前にお読みください !

21科目以上申請する場合は、インターネット出願を行ってください。

上記の場合、左欄に○を記入してください。

今回の出願は、2026年度第2学期に通信指導の再提出資格または単位認定試験の
再試験受験資格を得るためだけの出願の場合、科目コードの記入は不要です。

継続入学生の方へ

（裏） ※黒または青のボールペン、万年筆を使用し、楷書で丁寧に記入してください。

放送 若葉

生活健康科学プログラム

科 目 コ ー ド
科 目 名
主 任 講 師 名

単

位

メディア・放送時間

講 義 概 要
通信指導問題 出題形式/単位認定試験 出題形式

試験期間/試験日・時限
過去の単位認定試験平均点

○○○○○○○
○○○○○○（’○○）

○○○○○○（
○○○○○○○○

’○○）

○○　○○
（放送大学教授）

2021年度開設科目

2 ラジオ
（日）15：45 ～ 16：30

　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

通信指導問題　択一式
単位認定試験　記述式

自宅受験　○月○日（日）～○○日（木）
学習センター受験　○月○日（火）5時限

2025年度第1学期　88.9点
2025年度第2学期　84.9点

○○○○○○○

○○　○○
放送大学客員教授
大阪大学教授

○○　○○
放送大学客員教授
名古屋大学教授

2021年度開設科目

2 ラジオ
（月）21：00 ～ 21：45

通信指導問題　択一式
単位認定試験　択一式

自宅受験　○月○日（日）～○日（月）17時
学習センター受験　○月○日（火）4時限

2023年度1学期　85.2点
2023年度2学期　86.2点

6 9 1 0 1 0 6
食健康科学（’２１）

佐藤　隆一郎
放送大学客員教授

1 オンライン 〈字〉 ［「自然環境科学プログラム」と共通］

　学部科目「食と健康」と対をなす大学院講義。「食と健康」で学んだ、糖質、
タンパク質、脂質、ビタミン、ミネラル、微量非栄養素、食と各種疾患などにつ
いて、それらをさらに掘り下げて、詳細に解説する。

〔 〕

〔 〕

〔 〕

大学院授業科目案内2026年度第2学期　大学院授業科目案内2026年度第2学期　

オンライン授業科目について
は、印刷教材欄に何も記入
しないでください。

未記入の場合は、印刷教材（テ
キスト）は必要とみなしますので
ご注意ください。

未記入の場合は、印刷教材（テ
キスト）は必要とみなしますので
ご注意ください。

氏名を記入してください。
氏名15

2026年度第1学期で本学の在籍期間がなくな
る方が出願する場合、科目登録の有無を選択す
る必要があります。

［再試験科目以外に履修したい科目がない場合］
「○」を記入してください。
［再試験科目以外に履修したい科目がある場合］
17 18に記入してください。

通信指導の再提出資格または
再試験受験資格を得るためだけの出願

※再試験科目は記入する必要はありません。
※オンライン授業は通信指導、単位認定試験を行わないため
再試験はありません。単位を修得できなかった科目を、次
学期以降に再受講する場合は、再度科目登録申請と授業料
の納入が必要です。

16

別冊の『授業科目案内』を参照のうえ、「科目
コード」「科目名」「単位数」を記入してください。
科目登録時の注意事項については、p.14を確認
してください。

科目コード・科目名・単位数17

印刷教材18
印刷教材が必要な方は「1 必要」に、既にお持
ちで不要の方は「0 不要」に○を記入してくだ
さい。当該科目の授業料を1科目2単位当たり
1,000円値引きします。
※出願後も印刷教材の購入はできますが、割高となります。
※未記入の場合は、印刷教材を送付し、授業料の値引きは行
いません。

※新たに開設・改訂される科目は、以前の開設科目と科目名
が同一であっても印刷教材の内容が変更になるため、要・
不要の希望にかかわらず新しい教材を送付します。

※オンライン授業に印刷教材はありません。印刷教材の欄は
未記入で出願してください。

選科・科目 （裏面）

出願票の記入方法

16

17 18

15



2026年度第2学期入学者用

第１回募集【２０26年8月31日必着】　第２回募集【２０26年9月9日必着】
修士選科生・修士科目生用出願票（様式2）

◇本出願票をご提出の方は、本学への入学に際し、学生募集要項p.29の本学大学院学則及び関係諸規程を確認し、同意していただいたものとします。
◇インターネット出願を行った方が顔写真を郵送する場合は、『学生募集要項』p.11「写真票」を使用してください。
◇次学期に学籍のある方は、この用紙を使用できません。
※項目名背景色が黄色の項目は必須項目です。　※文字は楷書で丁寧に記入してください。

※大学事務局記入欄

裏面の「科目登録欄」を必ず記入してください。

顔写真
30×24mm

学生番号
※放送大学大学院に在籍したことがある方は必須。

学生番号を忘れた方は、在籍当時の住所・氏名を記入してください。

- -

学生の種類 希望所属学習センター 単位認定試験受験場所

2 修士選科生
（1年間）

3 修士科目生
（6ヵ月間）

一つだけ選択してください。

巻末の「学習センターコード表」
を確認のうえ、コードを正しく
記入してください。

１． 全て自宅受験
※２および３は「自宅でのWeb受験が困難な方」または「合理的配慮
等の事情により学習センターへ相談済の方」のみ選択してください。
２． 全て学習センター受験　３． 記述・併用のみ学習センター受験

◆最終出身学校コード一覧
コード
1
2
3
4
5

最終出身校 コード 最終出身校
新制の中学校等
旧制青年学校等
旧制の中学校等
専修学校高等課程等
高等学校等

6
7
8
9
A

短期大学等
専修学校専門課程等
大学等
大学校
大学院

◆職業コード一覧
コード
A
B
C
D
E
F
G

H
I
J
K
L
M

職業 コード 職業
教　員
公務員・団体職員等
会社員等
自営業・自由業
農林水産業等従事者
看護師等
専業主婦（夫）

パートタイマー
アルバイト等
他大学・専門学校等に在籍する学生
定年等退職者
無職（G・K以外の方）
その他

最終出身学校

右記の一覧を参照
のうえ、該当する
ものを記入。

主な視聴方法

右記の一覧を参照
のうえ、該当する
ものを記入。

※アンケート項目のため、選考や
　入学後の学修には影響しません。

職業

右記の一覧を参照
のうえ、該当する
ものを記入。

1
2
3
4

◆視聴方法コード一覧
コード 視聴方法

衛星放送（BS放送）
ケーブルテレビ
学習センター等の施設を利用
その他（インターネット等）

合理的配慮希望欄

障がいのある方で、合理的配慮を希望
する方のみ「1」を記入してください。
合理的配慮を希望する方は、必ず募集
要項ｐ.5を確認のうえ、出願前に所属を
希望する学習センターで面談を受けて
ください。

勤め先・職種記入欄（記入任意）

写真の裏に氏名・電話番
号を記入してください（ ）

氏
名
漢字

電話
番号

電話
番号

続柄
コード

氏名①（　　　）－（　　　　　）－（　　　　　）

②（　　　）－（　　　　　）－（　　　　　）
（　 ）－（ 　   ）－（　 　）

〒住
所

連
絡
先

フリガナ

E-mail ＠

（姓） （名）

緊　急
連絡先

　　　（本人以外）

1. 男
2. 女

（西暦）

年 月 日

性別 生年月日

氏
名

教育訓練給付制度
右記の一覧を参照のうえ、
該当するものを記入。
未記入の場合は「希望しな
い」として取り扱います。
受給資格を確認のうえ申し
込んでください。

1
2
3
4
5

◆教育訓練給付制度厚生労働大臣指定講座
修士選科生 社会経営
修士選科生 臨床心理
修士科目生 社会経営（短期養成）
修士科目生 臨床心理（短期）

希望しない

旧姓・通称氏名等での送付を希望する方のみ記入
郵便物宛名

外国籍の方のみ記入
国　籍

漢字
（姓） （名）

フリガナ （国名） ◆続柄コード一覧
コード 続柄 続柄
1
2
3

4
5
6

親
兄弟姉妹
配偶者

コード
子
その他親族
親族以外

（募集要項p.5参照）

（募集要項p.12、13参照）

※

※

※



「必要」、「不要」のいず
れかに〇をしてください

1 必要1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

1 必要 0 不要

16 1 必要 0 不要

17 1 必要 0 不要

18 1 必要 0 不要

19 1 必要 0 不要

20 1 必要 0 不要

※大学事務局記入欄科 目 登 録 欄 氏　名

科目コード
単
位
数

科　目　名（修士課程放送授業・オンライン授業）
※科目名欄は記入時参照用です。登録は科目コードのみで行われます。

印刷教材

注1）学籍が継続する方はこの用紙で申請できません。
注2）2026年度第2学期に履修する科目のみ記入します。記載がない場合、出願が無効となります。
注3）出願票提出後の科目の変更はできません。科目コードを誤ると、正しく登録できない可能性があります。
注4）希望科目が登録可能か確認してください（『2026年度第2学期授業科目案内』参照）。
注5）学習センターで受験する場合は、試験日・時限の重複に注意してください。
注6）印刷教材欄も忘れずに記入してください（オンライン授業は除く）。

「必要」、「不要」のいずれかを選択してください。未記入の場合は、「必要」として取り扱います。

 記入前にお読みください !

21科目以上申請する場合は、インターネット出願を行ってください。

上記の場合、左欄に○を記入してください。

今回の出願は、2026年度第2学期に通信指導の再提出資格または単位認定試験の
再試験受験資格を得るためだけの出願の場合、科目コードの記入は不要です。

継続入学生の方へ



出願票記入時の参照のための表

出願票記入にあたり参照してください。

最終出身学校欄（修士選科・修士科目履修生出願票）
番号 最終出身学校 主な学校の種類

1 新制の中学校等 小学校、中学校、義務教育学校、盲学校・ろう学校・養護学校の小学部・中学部、国民学校の初等科・高等科、尋常小学校、逓
信講習所普通科

2 旧制青年学校等 青年学校本科、陸海軍工員養成所、実業補習学校

3 旧制の中学校等 旧制の中学校、高等女学校、実業学校、鉄道教習所（中等部・普通部）逓信講習所高等科、陸軍幼年学校、海軍甲種予科練

4 専修学校高等課程等 専修学校高等課程、准看護師養成所

5 高等学校等 高等学校、中等教育学校、特別支援学校高等部、師範学校本科第1学年修了、師範学校予科4年課程、大学入学資格検定合格、
高等学校卒業程度認定試験合格

6 短期大学等 短期大学、高等専門学校、旧制の高等学校高等科、大学予科、旧制の専門学校、高等師範学校、青年学校教員養成所、高等逓信
講習所本科（3年以上の科）、陸軍士官学校、海軍兵学校

7 専修学校専門課程等 専修学校専門課程（専門学校）、都道府県立農業講習所、看護師養成所、図書館職員養成所

8 大学 大学（旧制大学を含む）、大学改革支援･学位授与機構により学位授与

9 大学校 気象大学校・海上保安大学校等各種の大学校

A 大学院 大学院

※卒業・修了となった／なる見込みの最終的な学歴を選択してください(中退を除く)。
※合否には関係ありません。統計資料等の作成に使用するものです。

職業欄（修士選科・修士科目履修生出願票）
番号 職業等 主な業種等

A 教員 幼稚園、小学校、中学校、高等学校、高等専門学校、大学等において教職に従事する方

B 公務員・団体職員等 国家公務員および地方公務員（国立大学法人等の職員を含む）
ただし、教員である方は、Aの「教員」、また、看護師等である方はFの「看護師等」としてください。

C 会社員等 上記A・B以外の企業又は団体等に勤務する方（派遣社員、契約社員を含む）

D 自営業・自由業 商店等を個人で営む方、文筆業、開業医師等

E 農林水産業等従事者 農業、林業、漁業等に従事する方

F 看護師等 看護師、准看護師、保健師、助産師、他医療関係者

G 専業主婦（夫） 専業主婦（夫）の方

H パートタイマー パートタイムで仕事をされている方

I アルバイト等 アルバイト、フリーター等で仕事をされている方。ただし、他大学等の学生でアルバイトをしている方は、「J 他大学・専門学校、
専修学校等に在籍する学生」としてください。

J 他大学・専門学校等
に在籍する学生 他の大学、短期大学、高等専門学校、専修学校等の学生である方

K 定年等退職者 定年等により退職し、現在、職業をもたない方

L 無職（G、K以外の方） GおよびKの分類に該当しない職業をもたない方

M その他 上記のAからLまでの分類に該当しない方

※合否には関係ありません。統計資料等の作成に使用するものです。

◆学習センターコード表　※「希望所属学習センター」欄にコードを記入してください。

都道府県 コード センター名

北 海 道
01A 北 海 道
01S 旭 川

青 森 県
02A 青 森
02S 八 戸

岩 手 県 03A 岩 手
宮 城 県 04A 宮 城
秋 田 県 05A 秋 田
山 形 県 06A 山 形

福 島 県
07A 福 島
07S い わ き

茨 城 県 08A 茨 城
栃 木 県 09A 栃 木
群 馬 県 10A 群 馬
埼 玉 県 11A 埼 玉
千 葉 県 12A 千 葉

東 京 都

13B 東京文京
13C 東京足立
13D 東京多摩
13E 東京渋谷

都道府県 コード センター名
神奈川県 14A 神 奈 川
新 潟 県 15A 新 潟
富 山 県 16A 富 山
石 川 県 17A 石 川
福 井 県 18A 福 井
山 梨 県 19A 山 梨
長 野 県 20A 長 野
岐 阜 県 21A 岐 阜

静 岡 県
22A 静 岡
22S 浜 松

愛 知 県 23A 愛 知
三 重 県 24A 三 重
滋 賀 県 25A 滋 賀
京 都 府 26A 京 都
大 阪 府 27A 大 阪

兵 庫 県
28A 兵 庫
28S 姫 路

奈 良 県 29A 奈 良
和歌山県 30A 和 歌 山

都道府県 コード センター名
鳥 取 県 31A 鳥 取
島 根 県 32A 島 根
岡 山 県 33A 岡 山

広 島 県
34A 広 島
34S 福 山

山 口 県 35A 山 口
徳 島 県 36A 徳 島
香 川 県 37A 香 川
愛 媛 県 38A 愛 媛
高 知 県 39A 高 知

福 岡 県
40A 福 岡
40S 北 九 州

佐 賀 県 41A 佐 賀
長 崎 県 42A 長 崎
熊 本 県 43A 熊 本
大 分 県 44A 大 分
宮 崎 県 45A 宮 崎
鹿児島県 46A 鹿 児 島
沖 縄 県 47A 沖 縄
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■お問い合わせ先

■郵送出願・証明書類等の提出先

お問い合わせは、公式サイトのお問い合わせフォームをご利用ください。

お問い合わせフォームがご利用になれない場合は、以下へご連絡ください。
放送大学本部
043-276-5111（総合受付）
出願受付締め切り間際は、電話が大変つながりにくくなりますので、
お早めにお問い合わせください。

〒261-8686
千葉県千葉市美浜郵便局私書箱5号
放送大学 学務部入学・学修支援課 出願登録係

放送大学　お問い合わせ


